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新病院における外来診療の特徴 と看護の実際







1.は	 じ め に
阪大病院が平成5年9月 に大阪市福島区か ら現在の吹




外来診療 は21の 診療科が1階 か ら3階 に配置 され、
26の 専門外来に細分化 され、外来患者数1日2,300人 が
通院している。






























































た、紹介状のある患者 も専門科が運営 されていない曜 日
に受診 した場合、再度出直 しをする場合が多々あった。
診療 も午前申だけのため、専門科によっては患者が殺到
し、待合椅子が足 らなくて立っている光景 も見 られた。























再診患者 は原則 として予約診療を実施 してお り、予約






来診 した患 者は受付を済 ませると電光掲示板に受付番号
が出るのです ぐ中待合 に入 り、診察室の電光表示番号が
反転 した ら診察室に入ることができる。但 し、受付番号
は予約時間の30分 前 にな らないと表示 されないので、
い くら早 く受付 を済ませていて も診察は受け られない。
(予約優先)
患者案内システムのない専門科では、受付順が予約順



















テム(検 査結果、X-P所 見等)、 予約システム(診 察
予約、検査、入院、手術等)な どを電子的に行っている。
大半の検査用紙はペーパーレスになったが臨床検査部の
生理学的検査(肺 機能、脳波)・ 超音波検査 ・内視鏡 ・
マルク等、病理部検査(細 胞診 ・病理組織)、 各診療科
検査や栄養指導の指示箋等は用紙が必要である。
処方や検査オーダーが入力された場合、この情報は直
































































診察予約 ・検査予約 ・レントゲン予約 ・リハ ビリ予約
























新病院(婦 長14・ 看護婦30・ 看護助手7・ 事務補
佐員15)
旧病院(婦 長17・ 看護婦27・ 看護助手10・事務補佐
員15)
・調査方法:
15分 毎のワークサ ンプリング(自 己記入による)















各 診 療 科 受 付
一診 察 処 置 検 査 等
院外処方せん発行
▼
臨 床 検 査 部
放 射 線 部
手 術 部
理 学 療 法 部 
噸 1
予 約 セ ン タ ー 
▼
圃 ≡≡ 冨.壽8
納{寸 書 ・予 細 票 ・薬 斉9弓[換券 交{寸









る。医事の窓口で発行 していた処方箋は、各科受付カウ 旧では処置 ・検査及び介助、採血 ・注射及び介助が上
ンターでの基本カー ド発行に代 わり、各科保管のカルテ 位を占めていたのに対 し、新では患者相談及び指導、入
は中央病歴質管理 となった。更に搬送システムが導入さ 院説明、点滴、輸血介助に変わって来ている。
れた。そのためアンケー トの対比は出来ない。 ③間接看護
旧カルテ出し、カルテ整理業務が70.2で あるのに対し、 各室の準備 と後片付け及び診察準備 は新旧共に1位 、
新は受付業務案内、カルテ整理で73.5で ある。 2位 であり量の変化もない。




旧 病 院 























材のコ ・ス トラクシステムの導入によるもの と考えられ ユーター業務が新たに加わった。
る。用紙物品の点検 も医療物品管理の中央化により減っ 外来看護記録は殆ど書かれていない。
ている。外来看護記録は僅かながら増えているが、上位 ・管理業務:今 回の調査 では10%に も満たない数字
に入っていないのは今後の課題であろう。 であるが、これは婦長としての管理業務の役割が優
システムの変化によりコンピュ々ター業務が新たに加 先 されがたい現状を示 している。
わった。 ②看護婦
(2)職 種別	 ・事務的業務:旧 ではカルテ出 し、カルテ整理 で85
①婦長	 を占めている。新では受付業務、搬送業務、 カルテ
・事務的業務:旧 ではカルテ出し業務33.3が、中央シ 整理等で84.7と 内容が変化している。
ステムの変化に伴って新では受付業務案内42.0に 変 ・直接看護:旧 では処置 ・検査、診察介助で全業務の
わっている。 1/2を 占めていたが、新では介助業務が減 り、患者
・直接看護:旧	 では診察介助は46.8を 占めていたが、 説明や入院説明が増えている。これは各診察室への
新では28.9に 減少 している。 コンピューターシステムとシステム電話の設置によ
患者相談及び指導 は11.9で あったが、26.8と 増えて り医師への介助が少なくな り、患者の援助に関わり
いる。 方が変わったことを示 している。
入院説明は7.0か ら18.0に なって、患者との関わり ・間接看護:新 旧共に各室の準備 と後片付 け、診察準
方に変化がみ られる。	 備、器具器材の洗浄で業務内容量の2/3を 占めてい
・間接看護:新	 旧共に各室の準備 と後片付け、診察準 る。これは新病院になって整備場所が増加 した こと、
備が上位 を占めているが、患者情報に対するコンビ コンピューターの立ち上げが加わったこと、他職種
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表1新 旧病院の比較
新旧病院職翹弼嘱隆務内容比較 婦 長 看護婦 看護助手 事務補佐 全職種
旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新
事務的梁務 23.0 9.7 is_o 13.1 48.2 41.7 5生9 6&7 30.6 zs.s
・(カ ルテ出 し)受 付業務案内 33.3 42.0 48.3 :i 54.9 61.5 47.5 8.6 45.9 52.8 
・カルテ整理及び管理 25.5 16.0 36.3 20.4 13.1 16.7 23.7 22.5 aa.a 20.7 
。帳簿類の記帳 5.7 2.O 6.2 0.7 8.2 0 8.1 1.8 7.2 1.3 
・書類の取扱い 7.8 s.0 0.s 2.2 0.s 5.1 1.7 21 z.s 2.8 
・(日 報 ・伝票)搬 送業務 19.2 18。0 2.7 26.3 2.5 11.5 3.8 10.5 5.7 14,9
*()は 旧 
L=F=ニ 32.8 37.6 36.9 34.9 7.5 3.2 4.9 0 25.1 25.4
・診察介助 4a8 28.9 25.7 19.0 10.5 33.S 22.0 
・採血、注射及び介助 9.0 4.6 16.9 15.7 124 11.6 
・点滴、輸血介助 1.5 9.6 4.2 11.8 28 9.2 ・処置、検査及び介助 7.0 2.1 27.6 15.1 17.1 10.4 
・患者相談及び指導 11.9 26.8 i.9 15.7 31.6 7.4 20.5 ・入院説明 7.0 18.0 2.3 10.4 5.3 5.4 12.9 
・患者輸送及び案内 4.0 7.2 3.8 5.8 47.4 s.s 6.5
間接看護 20.7 21.3 27.4 31.9 29.2 27.8 10.2 a7 21.9 23.1
・各室の準備と後片づけ
。診察準備
38.6 28.2 36.1 25.5 35.1 71.2 37.6 32.4 
24.4 26.4 20.6 27.s is 3.8 is.s 25.0
 
・器具器材の洗浄と消毒 8.7 2.7 18.0 9.3 43.2 19.2 19.1 8.6 
・処置㍉検査準備 3.1 2.7 9.3 8.4 5.0 s.0 
・情報収集 8.7 6.4 2.1 2.4 3.6 2.9 
。コンピュータ業務 16.4 5.1 6.8 
・外来看護記録 2.9 5.5 2.1 7.8 2.1 6.2 
D 13.1 8.5 7.2 s.a 3.6 13.4 1生0 13.4 io.o 9.1 
O &7 三LO
その他 10.4 14.2 12.4 13.3 11.5 13.9 16.0 142 IZ5 13.6
計 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
新旧病院業務別職種比
事務的業務 23.0 8.3 18.5 23.0 19.9 13.0 38.6 55.7 100 ioo
直接看護 40.1 34.2 52.6 6'.2 3.8 1.1 3.4 0.5 100 100
間接看護 29.4 21.4 94.2 65.0 17.1 10.1 9.3 3.5 100 100
連 絡 40.0 21.5 25.5 39.6 4.5 12.2 36.0 31.7 100 100
管理業務 0 ioo Boa
その他 25.6 29.0 35.2 45.7 11.6 8.6 27.6 21.7 ico ioo
(注)各 業務内容の点線以下の項目 。は各業務を100と した数値を示し、必要比較項 目のみを列記 した。
のサポー トが得 られていない事が原因ではないだろ 新における看護助手の全業務の内容で事務的業務は
うか。 41.7で 間接看護は27.8を 占めていた。直接看護は僅
看護記録は新旧の差が見られない。このことは、外 かに3.2で あった。
来看護記録の課題取 り組が前進 していないことを示 ④事務補佐員:事 務補佐の全業務内容は事務的業務が
している。 旧では549、 新では68.7を 占めている。更に連絡業
③看護助手:旧 新の各業務量を比較すると業務別の量 務13.4を 含めると82.1と なり、事務的業務のみを行
的変化 はあまりないが連絡は3倍 に増えている。こ っていることを示 している。
れは受付での電話応対のためである。 事務的業務の内容をみると旧 ・カルテ出し47.5に対
一55一















































































































・業務内容の比較(各 業務を100%と して比較項 目の
み挙げる)




















































検査 ・処置室2名 と配置 し、2週 間毎にローテーシヨン
している。診察室ナースは1人 が6ブ ースを受け持 ち、
入院説明やカルテ整理をしなが ら看護介入をするので1


































入院説明と患者基本情報(ゴ ー ドン の11の パ ターン





























り、処置室ナースがPOS方 式で記録 している。毎朝 ミ
ーティングを持ち患者の情報交換をしているのでプライ
マ リーナースは処置室勤務の時 にプランの変更がで き
る。
外来患者数が1日300人 前後 と増 え、検査 ・処置件数
も増えてきている。日々の業務に追われ、集中 して記録


















増加 し、外 来での検査 ・処置件数 も増 えて きてお り、
益 々外来診療の役割が重要視される。患者がより安全 ・
安楽でスムーズに診療がうけられるように、満足 して帰







大阪大学医学部:地 域 に生 き世界に伸びるる大阪大学医学
部 ・附属病院 移転の経緯、19-3240-41、1993
大阪大学医学部附属病院看護婦外来婦長会:外 来看護業務実
態調査 旧病院調査結果との比較、1995
外来診療のご案内
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